
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画停電実施時のコンピュータの扱いについて 

 学校図書館でコンピュータを使って図書の貸出や返

却等の作業を行っている時に、計画停電が実施されます

とデータのバックアップができません。 

 計画停電中は、パソコンの電源を落とし、使用しない

ようにしてください。停電中の学校図書館利用につきま

しては、パソコンを使わない方法で行ってください。 

                                            NO.４３ 

                                  ４月号 
平成２３年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター） 

 

 

【学校図書館関係研修会予定一覧】 
 

○「学校図書館コンピュータ研修会」（４月１３日・１４日・１５日） 
○「学校図書館研修会・ネットワーク会議」 

（第１回：４月１２日 第２回：８月２５日 第３回：１月２４日） 
○「司書教諭研修会」（７月２２日） 
○「美しい日本語でひびき合う心」研修会（８月１日） 
○「公共図書館体験研修会」（８月４日・５日） 
※ 上記のほか、学校図書館員研修会、学校司書連絡会等が予定されています。 
※ 研修内容・時間・場所・参加対象者等の詳細は、後日配付されます『平成23年度市川市教育セン
ター研修会一覧表』でご確認ください。また、計画停電などにより、研修場所や内容が急に変更さ
れる場合がありますので、メールやファクシミリなどは、今まで以上に注意してご確認ください。 

 

 

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 
市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  
〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  
TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 
http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

  

 綺麗に咲きそろっていた桜も、いつの間にか新緑の葉に衣替えを始め、季節は着実に次のシーズンへと

進んでいます。 

 日本中が節電に努め、復興に向けて歩みだそうとしている今、自分にできることは何かをみなさんがそ

れぞれに考えていらっしゃることと思います。 

そこで、学校図書館支援に携わる私たちに出来ることは何かを、考えてみました。 

計画停電が実施される中、子どもたちには電気を使う玩具はちょっとお休みさせて、図書館に並んでい

る「本」を手に取り、ゲーム機では味わえないファンタジーの世界を体験できるような場面作りや、読み

聞かせなどをしてみてはいかがですか。読書を通してたくさんの心の友だちを作ったり、様々な場所を旅

したり、想い出を作ったり…。読書が運ぶたくさんの経験は、これからの社会を担って 

生きていく子どもたちに、きっと大きな夢や希望を与えてくれるはずです。 

 その他にも出来ることが、まだまだたくさんあるのではないでしょうか。どんなことが 

出来るのか、また何が必要なのかをみなさんと一緒に考えていきましょう。 

 

 

  

  

『市川市の学校図書館 夢や希望を育む学校図書館』配付 
上記リーフレットを幼稚園・小・中・特別支援学校の全教職員に配付します。 

学校図書館の目標、校内学校図書館部会の組織や運営、図書相互貸借システム、学校図書館支援 
センターの業務、市川市の施策や読書教育のあゆみ等について、説明、紹介をしています。校内 
での学校図書館活用についての研修会・職員会議等で、是非ご活用ください。 
 

『平成２３年度 学校図書館年間利用計画」提出 
小・中学校対象、提出期限：５月１３日（金） 詳細については後日文書でご連絡します。 
 

４月２３日は、「こども読書の日」！ 
平成１３年１２月「こどもの読書活動の推進に関する法律」

が制定されました。 

この法律は、こどもの読書活動推進のための環境整備を図る

ことを目的に、こどもの読書推進に関する基本理念を定めてい

ます。また、こどもの読書意欲向上のために、４月２３日を「こ

ども読書の日」として定め、その趣旨にふさわしい様々な取り

組みを実施することとしています。 

学校図書館経営の自己評価をしてみましょう。 

～「市川市学校図書館チェックリスト」を活用して～ 

 今年度は、教科書が新しくなり、小学校においては新学習指導要領が完全実施となります。昨年度ま
での体制を年度始めに見直して、スムーズな学校図書館経営がスタートできるように、計画的に準備を
始めてください。 
市川市では、各学校が共通の評価基準（｢学校図書館チェックリスト｣）によって学校図書館経営の評

価を行っています。その意義については、次の２点が挙げられます。 
① 自校の学校図書館のレベルアップ 
  学校図書館の経営を評価することで活動の達成度や問題点を把握し、改善策を立てて、経営計画
の見直しを図る。 

② 市全体の学校図書館のレベルアップ 
  経営の基本的事項について共通理解することで、学校図書館サービスの学校差を解消し、市全体
のレベルアップを図る。 

＜チェックリストの項目の例 ～ できていますか？ ～＞ 
 ◇ 司書教諭や図書館主任が学校図書館を教育活動に広く利用するように働きかけている。 
◇ 成文化された学校図書館教育全体計画がある。 
◇ 自校の教育活動に合わせた蔵書構成を心がけている。 
◇ 新着図書のコーナーを設けている。 
◇ 読書週間（月間）を実施している。 
◇ 児童生徒への図書館利用者教育を行っている。 

 

『新任学校図書館員紹介』 ～よろしくお願いします～ 

今年度、新たに１１名の学校図書館員をお迎えしました。どうぞよろしくお願いします。 

○ 吉川 郁子（市川小学校） ○ 大槻結美子（大柏小学校） ○ 高梨ちとせ（妙典中学校）  

  ○ 井上 裕子（若宮小学校） ○ 中川 洋子（菅野小学校） 

  ○ 飯塚ちよ子（二俣小学校） ○ 西岡 清美（大町小学校） 

  ○ 渡辺 安子（大野小学校） ○ 酒井亜由美（第一中学校） 

○ 荻原身知子（第八中学校） ○ 西川 由子（東国分中学校）  


